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令和 ６年 ２月２８日(水）

瀬戸地域まちづくり協議会

壱岐市芦辺町箱崎大左右触９２４

080-8574-5853

発行責任者 町田 正一

芦辺港ターミナル前に花を植えました！
瀬戸小学校６年生から「卒業記念に花を植えるとか、地域のために何かをしたい。」と

の申し出がありました。長崎県愛護団体が芦辺港ターミナル前に設置しているプランター

が老朽化のため新しくしたいとの情報があり、愛護団体が入手された焼酎樽を当協議会が

加工、土入れをしました。花は愛護団体から提供を受けました。２月１日（木）午後、小雨がパラつく

天気でしたが、学校から徒歩で来た１２名（２名欠席）の児童の手により花が植えられました。樽の中

心にレモンの苗木を、そのまわりに各種の

花を植えました。レモンの木が大きくなる

のが楽しみです。６年生の皆さん中学生に

なっても自分たちが植えた花や木をたまの

は見に来て下さい。芦辺合同海運や売店の

皆さん水やりありがとうございます。

せとまち歩きマップ完成しました！

令和２年から作り始めた「せとまち歩きマップ」が完成しま

した。制作は、移住して来られたイラストレーターの古川健太

（こがわけんた）さんにお願いしました。瀬戸の歴史や観光・

グルメ情報・イラスト満載のマップです。

今後は、まず、各世帯に配布します。これさえあれば瀬戸の

ことが良くわかります。家族や同級生など帰省された時は是非、

活用ください。他に、小学校のウォークラリーなど。

観光案内所、土産物屋、地域の商店にも設置を依頼します。

そして、まち協主催のまち歩きイベントを年１回は、実施で

きたらと思っています。その時は皆さん一緒に歩きましょう。

昭和のころ、瀬戸では川口ハル子さんと山内フジエさんが、助産師

掲示板情報
前にお知らせしましたが、

３０年前の箱崎中学校生が

描いた「瀬戸の絵」を蟹田

の掲示板と南町たるや商店

さんの入り口付近に掲示し

ています。

みなさん～見てください。

蟹田・恵美須入口

一時停止を！

最近、一時停止をしなかっ

たばかりに、「そこの車止

まりなさい」と言われ、反

則金７，０００円払うこと

になった人が数人。必ず、

３秒位は停止しましょう。



　　  

 

  

　

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

　 

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　

  

  　

  　

  　

  　

  　

  　

　　　　　 

　

６０歳代後半～８０歳代前半シルバー年代（あえて老人とは書きません）の会話

から・・・「乾燥機に洗濯もんば入れようと扉ば開けたら補聴器があったばな。ポ

ケットに補聴器ん入ちょったとやろなあ」「そん補聴器は洗濯しちょるけん使われ

んやろうね」「近頃、聞こえんけん補聴器ば買わなでけん」「補聴器は高かろうが」「ネットやテレビシ

ョッピングは４、５万円ばかりばってん病院にお願いしたらいくらやろう？」「近ごろは人が多い所や会

議では、何を言っているのかわからん。聞こえたふりばしちょる」「体温計がぴ～という音も聞こえんと

やけん」「だあれん一緒たい」・・・結局、補聴器はどうするのかうやむやの内に会話は終わりました。

とっしゃんの

ひとりごつ

きたらと思っています。その時は皆さん一緒に歩きましょう。

昭和の助産師さん 昭和のころ、瀬戸では川口ハル子さんと山内フジエさんが、助産師

として活躍されていました。

川口ハル子さんは、徳島県出身で、結婚後、夫 川口福太郎氏の郷

里の壱岐で昭和５年から瀬戸尋常小学校に看護婦として奉職し、昭和

１８年退職。その間、児童の健康維持のため献身的に尽くされ、同時

に地域では助産師として多数の人の出産を助けた。（瀬戸浦史）

山内フジエさんは、産婆ふじしゃんの愛称で皆から親しまれていま

した。昭和４１年からは地域だけでなく、新設された芦辺町母子健康

センターでも芦辺町内の出産や母子のケアに努められました。

新生児がいる家庭には、入浴させるために家庭訪問。風呂上がりは

白い天花粉を首や足の付け根に振りかけていました。すべり落ちない

かハラハラしたばね式手ばかりでの体重量りは心配するのが余計なこ

とでした。あやしながらの湯浴み光景は思い出せますが、何と言って

あやしていたのか覚えていません。 ←写真：昭和６３年１０月ころ

先の川住田酒店界隈の今昔

先の川住田商店の浜側と中通り（玄関）の写真です。

本来、住田家は西町で、水産加工業を家業としていました。大正９年

対馬商船株式会社が創立されると住田貞市郎氏は、芦辺港で汽船問屋

を経営、後の北九州郵船株式会社、現在の九州郵船株式会社に継続し

た。昭和１２年頃。先の川中村さんの隣に移った。住田氏が漁協組合

長の時は、汽船問屋の事業は組合がした。組合の事務所は先の川公民

館の所でした。恵比寿神社（事代主神社）前の家が、布谷房市氏の住

居とともに汽船の切符売り場と待合所になった。住田氏の組合長終了

とともに汽船関係の事業の権利は住田氏に移ったが、切符売り場、待

合所はそのままだった。昭和３５年に現在の住田酒店のところに移り、

昭和４９年の合同海運の発足まで続いた。 （瀬戸浦史 参照）

写真 住田裕子さん提供

鬼凧を次世代に残すために

「瀬戸鬼凧倶楽部」は平成２９

年に発足、今年で７年になります。４０歳代～８０歳代まで、１３名の会員が、

世代を越えて活動をしています。たまにはお酒も。（会長 川添賢治）

活動内容は、瀬戸浦会青年部凧揚げ大会に協力、小学校の凧つくりも請け負

っていますが、凧つくりできる会員が高齢であり、この凧揚げ大会を持続させ

るためにも凧つくりの後継者を育てることが課題です。そのための活動のひと

つとして、まち協と協力し、親子凧つくり教室を開催しました。

他にも、秋から春まで風の強い日には左京鼻で鬼凧を飛ばし、訪れた

観光客を楽しませています。また、福岡で隔年開催されている凧揚げ大

会にも参加、

壱岐鬼凧を

ＰＲしてい

ます。

瀬戸鬼凧倶楽部紹介

※ 写真は

令和５年４月

の凧揚げ大会

です

６年生１年生

昭和３５年以降

先の川 大三元食堂前

昭和４０年代 婦人会の集まり？ 同じうわっぱりを着ていることは何かのイベントの後の記念写真

でしょうか。大三元食堂は何を食べても美味しかったですが、たまにいただく餃子の味は格別でした。

↑現在の住田さん宅前

建物は建て替わってい

る

大屋根の建物は同じだ

が、隣の空地には中村

さんの家が建っている

↓現在


